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1.　はじめに

全国学力・学習状況調査の実施後，文部科学省，国立教育政策研究所から報告書が出さ

れ，解答類型と反応例を明示し，正答とする要件が示されている。その中でも，2010年（平

成 22年度）の全国学力・学習状況調査　算数　B問題 5-（2）のヒントが示されず記述さ

せるタイプの記述式の問題（図 1）の正答率は，17.4％と著しく低かった。また，2013年

の算数　B問題 5-（2）では，記述例を提示した後に記述させるタイプに変更された。そ

れでも記述式の問題正答率は，44.7％と 5割に届かなかった。型に入れ込んだ記述もでき

ない状況が読み取れる。

記述式の問題を実際に解くとなると，大人でもどのように記述すればよいか戸惑うであ

ろう。この記述にまつわる微妙な不安感は，自身の記述について確信が持てないことによ

る。その原因は，そもそも日本人は学校で記述の仕方を学んでいないからである。

2.　表現に関する具体的な方法の確認

表現をする際の要点は，要素を落ち重なりなく，より分かりやすい順序に並べて伝達す

ることである。

次の場合，具体的にこのように表現すればよいと確信をもって答えられる日本人はどれ

だけいるだろう。

・意見を発言する際の表現

・あるものの様子を伝える際の表現

（1）　意見を発言する際の表現

意見の要素には，話し手の立場（賛成・反対・中立等）と，理由・根拠がある。
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聞き手が話し手の意見を理解するということは，話し手の立場（賛成・反対・中立等）

がわかり，その理由や根拠が脳内で構造化されることである。構造化とは，複数存在する

理由や根拠と話し手の立場の関連を理解することである。

そのためには，聞き手が安心して聞くことができるように，最初に自分の立場を話し，

最後にまとめとして再度自分の立場を話すことが必要になる。聞き手の脳内に理由や根拠

が構造化されるためには，理由や根拠の数を予告し，ナンバリングして話す。すなわち，

ナンバリングをサンドイッチして表現すればよい。意見を発言する際の表現は，あまたの

ビジネス書のせいか，できる人が増えてきた。

（2）　あるものの様子を伝える際の表現

あるものの様子の要素には，色・柄，外形，寸法（縦・横・高さ），重さ，付属物，新

旧などがある。

話し手が伝えるあるものの様子を聞き手が理解するということは，聞き手が脳内に明確

なイメージ（映像）を構築できることである。そのためには，聞き手が脳内に映像を描き

やすい順序に従って要素を伝えればよい。寸法，外形，色・柄，付属物，新旧という絵を

描く順序ならば，聞き手の脳内作業がスムーズになる。あるものの様子を伝える際の表現

は，あまり修得できている人が多くないようである。映像の撮影・転送・共有が容易にで

きるようになり，記述・論述する必要性が減ったからである。

図 1
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以上，2つの例を挙げたが，このほかにも感想文の書き方，物語の書き方，レポートの

書き方など，表現は多様に存在する。それらのベストな表現方法を明確に言える人は多く

はない。

表現の学習方法としては，表現の要素と順序に関する知識を暗記すればよいというもの

ではない。なぜならば，多様な表現に関して自ら思考・判断し，ベストな表現方法を創造

できる問題解決力が必要であるからである。

そのため，要素の抽出と要素の並べ替え活動を通したよりよい表現に関する考察を行い，

課題解決的な学習を行う必要がある。カードを使って表現の要素と順序について試行錯誤

をここでは行ったが，このような学習経験がある人はほぼいない。日本人はパターンに則っ

たよりよい表現を生み出すことができないのである。

では，算数の文章題の記述式問題に解答する際の表現については，どのようにすればよ

いのであろうか。

3.　算数の文章題の記述式問題に解答する際の表現

小学校での記述式問題の到達度だけでなく，中学校での図形の論証も到達度が低く課題

となっている。中学校で急に論証を行うことになっても，記述の根本も習得されていない

ならば，到達度が低いのは当然のことである。そこで，中学での論証まで見据えて，小学

校から記述のスキルを育成することが必要である。

記述式の問題の回答の要素には，条件となる数，数の関係，立式の理由，式，答えなど

がある。これに加えて，求める答えの宣言（証明する内容の宣言）が必要になる。これら

の内容を，どのような順序で記述すればよいのか。

記述の要点も，記述の要素と順序を明確に指導することである。その順序は，「① 求め

る答えの宣言，② 条件の整理，③ 図，④ 立式の理由，⑤ 立式，⑥ 答」の順序で記述す

ればよい。欧米ではどのように教育されているかといえば，ドイツの教科書（Element der 

Mathematik, 2015）には，具体的な回答例の記載があり，「① 与えられた条件，② 求める

答え，③ 検討する図，④ 計算式，⑤ 結果」のように内容・順序が明記されており，ほぼ

加藤ら（2016）の提案と同じである（加藤，2019）。

記述式の問題への解答での表現方法は，他の分野で実によく研究されている表現がある。

それは，「① 作成する料理の宣言，② 必要な材料（条件），③ 切り方等の図，④ 調理方法・

順序の理由，⑤ 時系列に従った調理，⑥ 料理の完成。」すなわち，お料理番組での説明（要

素・順序）のようにすればよい。

現在の日本の教科書には，記述に関する要素と順序に関する記載はないが，記述に関す
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る教育の均質化と充実を図るためには，今後，日本の教科書にも記述の具体的な記載が必

要となろう。

4.　複合量の記述式問題の解決方法

さて，冒頭に示したように，全国学力・学習状況調査の記述式の文章問題で，特に到達

度が低いものは，複合量（割合や速さなど）に関する問題である。複合量に関する問題は，

比の 3用法の関係になっており，乗除の式が中心となる演算（以後，主演算と記載）によっ

て解決される。この複合量に関する乗除の関係は，小学校では，割合・速さ，理科でのて

こ，中学校では，理科での密度・圧力・湿度・濃度，高等学校では物理・化学での電力・

仕事・モル濃度と同じである。つまり，小学校の学習での躓きが，中学校・高等学校以降

のすべての理数系の学習を嫌うことにつながるという根本原因になる可能性を持つ。

しかし，従来の指導においては，次のような困難点がある。

・ 教科書に掲載されている数直線は，実は，問題解決への貢献が少ない（進藤ら，

2015）。

・ 描くこと自体が難しく，大きい数や分数の場合は，描画が困難になるので，大きさを

長さで表す視覚化のメリットが破綻する。

・条件（過剰な提示もあり）の整理が大変。

・公式は 3つあるので，選択しなければならない。

・立式の理由の記述が難しい。

また，正答率向上のため，民間で様々な図が考案されたが，形式的で意味理解が深まら

ないと非難されてきた。

そもそも，文章問題の到達度を向上させるためには，領域固有の知識を獲得させなけれ

ばならないため，多くの文章問題を経験させるより方法が無いとされてきた。

これらの指導の困難点を克服すべく，以下の具体的な取組みと授業実践を行った。

（1）　 数量関係図を用いて条件整理を行う。

（2）　 図の読みにより立式の理由とし，第 2用法に統一して立式する。

（3）　 記述スキルの育成を，ワークシート（図 2）を使用して繰り返し記述し，習得さ

せる。
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これらの取組みにより，従来以上の到達度を記録している（2017，加藤ら）。

また，指導者側の指導力を高める必要がある。特に，演算構造の分類による B問題の

タイプを指導者が認識すること。文章問題をより確実に解決できる方略のイメージ（図 3）

を認識すること。さらに，B問題のような複雑な問題を練習させるために，作問能力を習

得させることが求められる。この取組は，教員免許更新講習の講義を通して，2015（平成

27）年度から継続して行っている。

図 2

図 3
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5.　まとめ

伝え方（記述・論述）に関しては，スキルであると指導者が認識することがスタートに

なる。次に，単元で特に重要な表現を取り上げ，記述に関するベストな要素と順番を検討

させ，表現に関する問題解決力・表現スキルを習得させることが必要である。算数の授業

では，乗除数量関係図で条件を整理し，図を読んで数量の関係を把握し，第 2用法で立式

をしてから式変形で計算するように指導する。ワークシートを使用して，記述を反復練習

し，記述スキルを習得させる。具体的な表現方法を知れば，子供も大人も安心して表現が

できるようになる。
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